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要旨

現代社会において、情報は経済的価値の中核を成す資源となった。情報の⽣成と流通は⼈
間の活動量に⽐例し、その価値分配の公正性は国際社会の重要課題である。本論⽂では、
情報価値の課税⽅法として、各国の⼈⼝⽐とアクセス数に基づく無償ストックオプション
分配の理論的枠組みを検討する。これは、情報資本主義における富の偏在を是正し、より
グローバルで公平な価値分配システムの構築を⽬指すものである。吉⽥⺠⼈の情報価値論
とユヴァル・ノア・ハラリのNEXUS概念に基づき、哲学的・理論的・数学的・認知⼼理
学的・論理学的・倫理的・歴史学的・政治学的視点から多⾓的に分析し、実装に向けた規
制的枠組みを提⽰する。さらに、エージェントベースモデルによる⾃⼰組織化理論、感情
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要素の分析、企業価値評価（MVA/EVA）を活⽤した課税⽅法、ESG要素による課税調整
メカニズム、そして⼈間とコンピュータ間のインターフェース設計についても検討する。

キーワード︓情報価値、ストックオプション、分配的正義、デジタル経済、グローバルガバナ
ンス、⾃⼰組織化、マーケット・バリュー・アディッド、ESG

1. 序論

デジタル⾰命とグローバル化の進展により、情報は21世紀の最も重要な経済資源となった。カ
ステル（2010）が「ネットワーク社会」で指摘したように、情報の流れが社会構造を再編成
する時代において、その価値の公正な分配は喫緊の課題である1。情報資本主義の発展は、ス
ティグリッツ（2019）が論じるように、富の集中と格差拡⼤をもたらすリスクを内包してい
る2。

本研究は、情報価値の課税と分配のための新たな理論的枠組みを提案する。具体的には、各国
の⼈⼝⽐とアクセス数に応じて、グローバル情報企業の無償ストックオプションを分配するモ
デルを構築する。この枠組みは、吉⽥⺠⼈（1990）の情報価値論3とハラリ（2018）の
NEXUS概念4を理論的基盤とし、多⾓的な学際的アプローチにより検証する。また、⾃⼰組織
化理論に基づくエージェントモデル、企業価値評価（MVA/EVA）による課税⼿法、ESGパフ
ォーマンスと課税負担の関連付け、そして⼈間とコンピュータ間のインターフェース設計につ
いても考察する。

2. 哲学的考察

2.1 情報価値の本質

情報の哲学的本質について、ドレツキ（1981）は「情報とは意味を持った物理的状態」と定
義し5、フロリディ（2011）はその存在論的意義を「インフォスフィア」概念で説明した6。
⻄洋哲学では、プラトンの「イデア論」から始まり、現代ではルーマン（1995）の「社会シ
ステム理論」に⾄るまで、情報は社会的現実を構成する根本要素として位置づけられてきた
7。

東洋思想においては、情報（知）は共有されるべき公共財として捉えられる傾向がある。中村
雄⼆郎（1992）が「臨床の知」で指摘したように、⽇本の知的伝統では知識は実践と不可分
の関係にある8。

2.2 共有資源としての情報

2025/03/24 5:19 情報価値の再分配モデル︓⼈⼝⽐とアクセス数によるストックオプション再分配・課税理論の視座

file:///G:/OneDrive - ジェイ・フェニックス・リサーチ株式会社/ドキュメント/4000_営業資料/gcc/information_value_redistribution_ja.html 2/15



オストロム（1990）の共有資源理論を情報領域に拡張すると9、情報は「⾮排除性」と「⾮競
合性」を持つ公共財の性質を⽰す⼀⽅、デジタル空間では「囲い込み」が容易であるという特
徴を持つ。この観点から、グローバルコモンズとしての情報空間の管理が重要な課題となる。

3. 理論的枠組み

3.1 吉⽥⺠⼈の情報価値論

吉⽥⺠⼈（1990）は情報を「物質・エネルギーの時間的・空間的パターン」と定義し、その
社会的価値を「シンボル記号」「プログラム記号」「イミータ記号」の三層構造で説明した
3。吉⽥（2000）によれば、情報資源は以下の特性を持つ10︓

1. ⾮消費性︓使⽤しても減少しない
2. 共有可能性︓同時に多くの⼈が利⽤できる
3. 創発性︓組み合わせにより新たな価値を⽣む

吉⽥（2006）は「情報・資源パラダイム」において、情報資源の分配には従来の希少資源と
は異なるアプローチが必要だと主張した11。

3.2 ストックオプション分配の理論モデル

提案モデルでは、グローバル情報企業の価値を各国に以下の公式で分配する︓

国家別ストックオプション割当値 = α(⼈⼝⽐係数) + β(アクセス数係数)

ここで、α+β=1とし、社会的公正性と経済的効率性のバランスによってこの⽐率は調整され
る。このモデルは、ピケティ（2014）が指摘した資本収益率の労働収益率に対する優位性を
是正する試みと解釈できる12。

3.3 デジタルコミュニケーションとインターフェース設計

⼈間とコンピュータとのコミュニケーションについて、本質的な課題がある。⼈間は記号を通
じて情報を交換するが、コンピュータは0と1の⼆進法で処理を⾏う。この変換プロセスにおい
て、ノーマン（2013）が「デザインの⼼理学」で指摘するように46、使いやすく直感的なイ
ンターフェースの設計が極めて重要となる。

ザッカーマン（2015）の研究によれば、効果的なヒューマン・コンピュータ・インターフェ
ースは以下の特性を持つ47︓

1. 可視性︓情報と操作⽅法が明⽰的に提⽰されている
2. フィードバック︓⾏動の結果が即時に知らされる
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3. ⼀貫性︓類似の機能は類似の操作で実⾏できる
4. 制約︓不適切な操作は物理的・論理的に制限される

情報価値の再分配システムにおいても、これらの原則に基づくインターフェース設計が、シス
テムの社会的受容性と実装可能性を⾼める重要な要素となる。

4. 数学的分析

4.1 分配アルゴリズム

国家iへのストックオプション配分⽐率S_iは次のように表される︓

S_i = α(P_i/P_total) + β(A_i/A_total)

ここで︓

P_i︓国家iの⼈⼝
P_total︓世界総⼈⼝
A_i︓国家iからのアクセス数
A_total︓全世界のアクセス数総計

シェリング（1978）のミクロモティブとマクロ⾏動の理論に基づけば13、このアルゴリズム
はグローバルレベルでの均衡状態に収束する可能性がある。

4.2 最適化問題

アトキンソン（1970）の不平等指標14を⽤いて、最適なα、βの値は以下の最適化問題として
定式化できる︓

⽬的関数︓Minimize I = 1 - [Σ(S_i^(1-ε) / n)]^(1/(1-ε))
制約条件︓α + β = 1, 0 ≤ α,β ≤ 1

ここでεは不平等回避パラメータであり、社会的価値判断を反映する。

4.3 エージェントベースモデルによる⾃⼰組織化分析

エージェントベースモデルを⽤いて、情報価値分配システムの動態と⾃⼰組織化特性を分析す
ることができる。アクセルロッド（1997）の協⼒の進化理論48とエプスタイン・アクスタル
（1996）の複雑適応系モデル49に基づき、以下の要素を含むモデルを構築する︓

1. エージェント︓ 個⼈・組織・国家を表す⾃律的主体
2. ⾏動規則︓ 情報の⽣成・消費・共有に関する戦略
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3. 相互作⽤︓ エージェント間の情報交換と価値移転
4. 進化規則︓ 成功した戦略の模倣と学習メカニズム

このモデルを⽤いたシミュレーションでは、以下の動態⽅程式が適⽤される︓

dX_i/dt = f(X_i, X_j, S_i, S_j)

ここで︓

X_i︓エージェントiの状態変数（情報資産、活動度など）
f()︓状態更新関数
S_i, S_j︓エージェントi, jのストックオプション割当値

ホランド（1995）の複雑適応系理論50によれば、このようなシステムには以下の重要な性質
がある︓

1. 多様性︓ 異なる戦略と振る舞いのエージェントの共存
2. 集合化︓ エージェントの局所的相互作⽤から⽣じる⼤域的パターン
3. ⾮線形性︓ ⼊⼒と出⼒の間の⽐例関係の不在
4. フローの存在︓ エージェント間の情報と資源の流れ

これらの性質により、情報価値分配システムは初期条件への敏感な依存性を⽰しつつも、適応
的で頑健な特性を持つ可能性が⾼い。

4.4 企業価値評価（MVA/EVA）と課税⼿法

情報企業の価値評価と課税のために、マーケット・バリュー・アディッド（MVA）と経済的付
加価値（EVA）の概念を応⽤することができる。スターン・スチュワート社によって開発され
たこの枠組みでは51︓

MVA = 企業の市場価値 - 投下資本

そして、MVAはEVAの現在価値の総和として表現できる︓

MVA = Σ(EVA_t / (1+WACC)^t)

ここで︓

EVA_t︓t期の経済的付加価値（= NOPAT - WACC×投下資本）
NOPAT︓税引後営業利益
WACC︓加重平均資本コスト

この枠組みを利⽤して、情報企業に対する課税⽅式は以下のように定式化できる︓

年間情報価値税額 = τ × (EVA_t + ΔPV(永久価値改善))

2025/03/24 5:19 情報価値の再分配モデル︓⼈⼝⽐とアクセス数によるストックオプション再分配・課税理論の視座

file:///G:/OneDrive - ジェイ・フェニックス・リサーチ株式会社/ドキュメント/4000_営業資料/gcc/information_value_redistribution_ja.html 5/15



ここで︓

τ︓税率
ΔPV(永久価値改善)︓永久価値の改善額の現在価値

このアプローチにより、企業の⻑期的な価値創造に基づいた課税が可能となり、短期的な会計
利益操作のインセンティブを減少させることができる。

4.5 感情要素を考慮したシステム安定性分析

エージェント間の感情的要素を考慮したシステム安定性分析では、ロッシュ（1999）の感情
評価理論52とダマシオ（1994）の感情と意思決定に関する研究53に基づき、以下の要素を組
み込む︓

1. 知覚された公正性 (P): ストックオプション分配の公平さに対する主観的評価
2. 相対的剥奪感 (D): 他のエージェントとの⽐較から⽣じる不満
3. 感情的反応 (E): 公正性認知と相対的剥奪感から⽣じる感情状態
4. 協⼒⾏動 (C): 情報共有意欲などのシステム貢献⾏動

これらの要素間の関係は以下の連⽴⽅程式で表される︓

P_i = g(S_i, S_j, X_i, X_j)
D_i = h(P_i, S_i, S_j)
E_i = k(P_i, D_i)
C_i = m(E_i, P_i)

システムが安定して発展していくための条件は︓

1. 平均知覚公正性が閾値以上︓ Avg(P_i) ≥ P_threshold
2. 相対的剥奪感が許容範囲内︓ Max(D_i) ≤ D_tolerance
3. 協⼒⾏動⽔準が持続可能︓ Min(C_i) ≥ C_sustainable

カーネマン・トヴェルスキー（1979）16のプロスペクト理論を応⽤すると、エージェントの
公正性評価は参照点依存的であり、損失回避性を⽰す。そのため、初期分配⽐率の設定と段階
的な調整が、システムの安定的な発展にとって極めて重要となる。

5. 認知⼼理学的視点

5.1 情報価値の認知

情報価値の認知は⽂化的・社会的背景に依存する。サイモン（1971）の「注意の経済学」に
よれば、情報過多の時代では注意が希少資源となり15、その配分パターンが価値評価に影響を
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与える。

5.2 プロスペクト理論と情報価値

カーネマンとトヴェルスキー（1979）の「プロスペクト理論」に基づけば16、情報の価値認
知には以下の特徴がある︓

1. 参照点依存性︓既存の知識状態が基準となる
2. 損失回避性︓不確実性の減少に⾼い価値を置く
3. ⾮線形性︓追加情報の価値は逓減する

ギゲレンツァー（2008）の研究によれば、⼈間の認知的限界を考慮した「単純ヒューリステ
ィック」が情報評価において重要な役割を果たす17。

6. 論理学的分析

6.1 分配システムの論理構造

提案される分配システムは以下の論理的構造を持つ︓

1. 前提1︓情報は⼈間活動から⽣成される（⼈間活動の量に⽐例）
2. 前提2︓⼈⼝は潜在的情報⽣成能⼒を表す
3. 前提3︓アクセス数は実際の情報消費・⽣産活動を表す
4. 結論︓情報価値の公正な分配は⼈⼝とアクセス数の関数である

クリプキ（1980）の可能世界意味論の観点からは18、この分配モデルの正当性は様々な可能
世界における情報価値分配の相対的評価に基づく。

6.2 分配的正義の論理

ロールズ（1971）の正義論に基づけば19、提案モデルの論理的正当化は「無知のヴェール」
の下での合理的選択として説明できる。センとヌスバウム（1993）のケイパビリティ・アプ
ローチも、情報アクセスを基本的ケイパビリティと⾒なす根拠を提供する20。

7. 倫理的考察

7.1 分配的正義
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ロールズ（1971）の「正義論」の観点からは、提案モデルは「格差原理」に合致する19。す
なわち、最も不利な⽴場にある者の状態を改善するような不平等は正当化される。⼈⼝⽐によ
る基礎配分はミニマックス原理を体現し、アクセス数による追加配分は能⼒主義的要素を導⼊
する。

7.2 グローバル正義

ポッゲ（2002）21やシンガー（2004）22のコスモポリタニズムの⽴場から、国境を越えた資
源分配の必要性が⽀持される。ヌスバウム（2006）のグローバル正義論も、情報アクセスを
基本的ケイパビリティとして位置づける理論的基盤を提供する23。

7.3 デジタルデバイドの倫理

バン・デン・ホーヴェン（2010）が指摘するように、デジタル技術の発展は新たな倫理的課
題を⽣み出している24。デジタルデバイドが存在する状況では、アクセス数のみに基づく分配
は既存の不平等を強化するリスクがある。ワーウィック（2016）が論じるように、情報技術
へのアクセスは現代社会における基本的権利として捉えるべきである25。

8. 歴史学的・歴史的考察

8.1 情報価値の歴史的変遷

アイゼンシュタイン（1980）が「印刷⾰命」で論じたように26、情報技術の変⾰は社会構造
に根本的変化をもたらしてきた。歴史的に⾒れば、情報の価値は社会構造と技術発展に応じて
変化してきた︓

1. 古代︓⼝承と⽂字の発明により情報は権⼒の源泉に（ゴーディ, 1977）27

2. 中世︓写本と⼤学の誕⽣で知識は制度化（ル・ゴフ, 1988）28

3. 近代︓印刷技術による知識の⺠主化（アイゼンシュタイン, 1980）26

4. 現代︓デジタル⾰命による情報爆発と価値の分散化（カステル, 2010）1

8.2 国際関係史における資源分配

ウォーラーステイン（2004）の世界システム論によれば29、資源分配の不平等は中核・周辺
構造を⽣み出してきた。ソジャ（1989）の空間的正義論も、情報空間における地理的不平等
に対する洞察を提供する30。
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9. 政治学的分析

9.1 情報ガバナンス

ドノヒュー（2006）が指摘するように31、情報ガバナンスは国家と市場のパワーバランスを
再構築する。デンマーク（2006）はインターネットガバナンスの⺠主的構造について論じ
32、マッコーンビル（2010）はグローバルな情報通信分野における多元的レジーム形成を分
析した33。

9.2 国際レジーム理論

クラスナー（1983）の国際レジーム理論34を応⽤すると、情報価値分配の国際制度は以下の
要素を含む必要がある︓

1. 原則︓情報は⼈類共通の遺産である
2. 規範︓情報価値は公正に分配されるべき
3. ルール︓⼈⼝⽐とアクセス数による配分公式
4. 意思決定⼿続き︓透明性と参加性を確保した国際機関

ケオヘイン（1984）の相互依存理論35とスローター（2004）のネットワーク理論36は、この
ような国際レジームの形成と機能についての洞察を提供する。

10. 規制的視点

10.1 国際法的枠組み

サッセン（2006）が論じるように37、デジタル時代のグローバルガバナンスには新たな法的
枠組みが必要である。提案モデルの実装には、以下の国際法的枠組みが必要となる︓

1. 情報価値課税条約︓多国籍情報企業への統⼀的課税基準
2. ストックオプション分配協定︓配分⽅法と権利⾏使の条件
3. デジタルアクセス権宣⾔︓情報へのアクセスを基本的権利として確⽴

ボイル（2008）の「パブリックドメインのエンクロージャー」概念38やレッシグ（2004）の
「⾃由な⽂化」論39は、情報価値の公共性を保護する法的根拠を提供する。

10.2 実施メカニズム
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実施に向けたガバナンス構造として、ラギー（2008）の「多元的ステークホルダーモデル」
40に基づき、以下の機関が想定される︓

1. 国際情報価値委員会︓分配⽐率の決定と監視
2. デジタルアクセス基⾦︓インフラ整備⽀援
3. 情報企業監査機構︓アクセス数の検証と認証

これらの機関は、プライス（2002）が提唱する「分散型規制」のアプローチ41に従い、多様
なステークホルダーの参加により⺠主的正統性を確保する必要がある。

10.3 ESGパフォーマンスと課税調整

グローバル情報企業のESG（環境・社会・ガバナンス）パフォーマンスと課税負担を連動させ
る枠組みとして、以下の調整メカニズムを提案する︓

情報価値税調整係数 = γ × ESG_score

ここで︓

γ︓調整パラメータ（0<γ≤1）
ESG_score︓標準化されたESGパフォーマンススコア

この枠組みにより、企業が社会的・環境的責任を積極的に果たし、外部経済問題に対処するイ
ンセンティブが⽣まれる。エッカート・マロット（2012）の研究によれば54、このような課
税調整は企業の持続可能性向上と社会的厚⽣の増⼤に貢献する。

実際の調整式は以下の通り︓

調整後情報価値税額 = 基本情報価値税額 × (1 - γ × ESG_score)

この⽅式によれば、ESGパフォーマンスの⾼い企業ほど税負担が軽減され、企業が国家の代わ
りに社会的責任を担うことで、課税の代替としての社会的価値創造が促進される。

11. ハラリのNEXUS概念に基づく考察

ハラリ（2018）は「21 Lessons for the 21st Century」において、⼈類が情報ネットワーク
に統合される「NEXUS」の出現を予⾒している4。ハラリ（2016）の「ホモ・デウス」では、
データ主義（dataism）の台頭と⼈間のアルゴリズム化について警告している42。

ハラリによれば、21世紀の権⼒は「データの所有」から⽣じる。提案モデルは、この情報資本
へのアクセスをグローバルに再分配することで、ハラリ（2018）が懸念する「データ権威主
義」への対抗策となりうる4。ハラリ（2016）が指摘する「無⽤階級」の出現42を防ぐための
経済的安全網として、情報価値の再分配は重要な役割を果たす可能性がある。
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ゼンガー（2016）は「ラディカル・マーケット」において、データへのアクセスに対する⽀
払いという類似の概念を提案している43。ポズナー（2020）も、データ労働への報酬として
のデータ配当の可能性を指摘している44。

12. ファントムストックを⽤いた課税⽅法

情報価値に対する課税⽅法として、ファントムストック（仮想株式）を活⽤する新たなアプロ
ーチも考えられる。ファントムストックは実際の株式ではなく、株価連動型の報酬単位であ
り、次のような特性を持つ︓

1. 実質的価値︓実際の株価と連動する価値評価
2. ⾮希釈化︓既存株主の持分を希釈しない
3. 柔軟性︓権利確定条件を柔軟に設定可能
4. 国際適⽤︓各国の証券法との互換性が⾼い

ファントムストックを⽤いた情報価値税は以下のように構成される︓

1. 課税対象企業は国際情報価値基⾦にファントムストックを発⾏
2. 各国は⼈⼝⽐とアクセス数に応じてファントムストックを割り当てられる
3. 企業価値の増加に応じて、ファントムストックの価値も増加
4. 配当相当額と権利⾏使時の価値増加分が各国へ分配される

このシステムにより、ブランデンブルガー・ナレボフ（1996）が「コーペティション」で指
摘したような55、協調と競争を組み合わせた価値創造と分配のメカニズムが実現する。

13. 結論

本論⽂で提案した情報価値の課税・分配モデルは、吉⽥⺠⼈（1990）の情報理論3とハラリ
（2018）のNEXUS概念4を統合する形で、デジタル時代の新たな社会契約の基礎となる可能性
がある。⼈⼝⽐とアクセス数に基づく無償ストックオプションの分配は、情報資本主義の⽭盾
を克服し、グローバルな公正性を実現するための理論的枠組みを提供する。

さらに、エージェントベースモデルによる⾃⼰組織化理論の分析を通じて、このシステムの動
態的な安定性と進化可能性が⽰された。感情要素を考慮した分析では、知覚された公正性が協
⼒⾏動を促進し、システムの持続可能性を⾼めることが⽰唆された。また、企業価値評価
（MVA/EVA）とファントムストックを活⽤した課税⼿法は、企業の⻑期的な価値創造に基づ
いた公正な課税を可能にする。さらに、ESGパフォーマンスと課税負担を連動させることで、
企業の社会的責任の強化と課税負担の最適化が両⽴する。

バラン（2015）が指摘するように、情報資本主義の発展は新たな社会契約を必要としている
45。この理論の実装には多くの技術的・政治的課題が残されているが、情報価値の公正な分配
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は、持続可能なデジタル社会の構築に不可⽋な要素である。今後の研究では、実証的データに
基づく最適配分⽐率の算出や、国際的合意形成のための制度設計が重要な課題となるだろう。

最後に、⼈間とコンピュータのインターフェース設計の改善は、このような複雑なシステムの
実装と社会的受容において極めて重要である。コンピュータは0と1のデジタルコミュニケーシ
ョンを⾏うが、⼈間は記号を通じた理解を必要とする。この隔たりを埋めるインターフェース
の開発は、情報価値再分配システムの透明性と使いやすさを⾼め、その⺠主的正統性を強化す
るだろう。
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